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1．産業連関分析

産業連関表
産業連関表は，１年間で行われた産業相互間及び産業と消費者など
との間の財やサービスの流れをとらえ，その取引状況を行列形式で
まとめた統計である
表を縦方向に見ると，各産業がどれくらいの原材料や人件費等の費
用を使って財・サービスを生産したか，表を横方向に見ると，各産
業が生産した財・サービスをどこに販売したかがわかる
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1．産業連関分析

取引基本表
「産業連関表」として作成される統計表には, 様々なものがあるが,
その中核となるのが「取引基本表」であり, 他の統計表は, 取引基本
表に基づいて作成されている. そのため, 取引基本表を指して「産業
連関表」と呼称することもある.

図 1: 取引基本表
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1．産業連関分析

投入係数表
生産額を１とした場合の原材料などの投入量を「投入係数」（生産に
必要な原材料などの構成比）という. この投入係数を各産業ごとに
計算し，一覧表にしたものが投入係数表である.

図 2: 投入係数表

たとえばパンを 1,000円分生産するためには，小麦粉が 625円分，
給料・もうけが 375円分必要であることがわかる
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1．産業連関分析

逆行列係数表
ある産業に１単位の需要が増加した場合に，その需要を満たすため
に必要な生産量を「逆行列係数」という. この逆行列係数表を各産
業について，一覧表にしたものが逆行列係数表である

図 3: 逆行列係数表

投入係数行列を Aとすると, 逆行列係数は (I −A)−1 である。　
I は単位行列
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1．産業連関分析

経済波及効果
ある産業に需要（消費や投資など）が発生したとき，その産業の生
産を誘発するとともに，その産業と取引のある他産業にも原材料需
要が発生し，さらに他産業に，といったように地域産業全体に次々
に波及していくことになる.

図 4: 経済波及効果のイメージ
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1．産業連関分析

逆行列係数による生産波及効果の計算
生産波及の大きさを示す係数である逆行列係数を用いることで，手
間を省き，容易に波及効果を求めることができる
ここで言う生産波及効果は，図 4の直接効果と第１次間接効果のこ
とである

図 5: 生産波及効果の計算の例
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2．産業連関表の三角化

産業連関表の三角化
公表されている産業連関表は，第 1次産業から第 3次産業に向かう
順序に産業が並べられて，これらの間の取引データが記載されてい
る. 産業の並べ方には特に決まりはないので，このままでは産業間
の関連性が分からない.
産業連関分析を提案したレオンチェフは，産業連関表から経済構造
を分析するために三角化と呼ばれる手法を提案した．三角化とは，
行列の各行各列を並び替えることによって上三角成分を最大化させ
る並び順を求めることを指す.
産業連関表に三角化を適用すると，複雑に絡み合った産業取引構造
から主要なサプライチェーン構造を抽出することができる.
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2．産業連関表の三角化

整数計画問題

maximize
n−1∑
i=1

n∑
j=i+1

(
(Aij −Aji)Xij +Aji

)
subject to

0 ≤ Xij +Xjk −Xik ≤ 1 (i < j < k; i, j, k ∈ N),

Xij ∈ {0, 1} (i < j; i, j ∈ N).

(1)

A = (Aij) ： n× n の投入係数行列
X = (Xij) ： n× n のバイナリ変数行列
N = {1, . . . , n} : n 個のセクターを指す自然数の集合
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2．産業連関表の三角化

整数計画問題
対応する最適な順列 πは次の式で導出できる

π−1(i) =

n∑
j=1

Xij (i ∈ N) (2)

順列 π が与えられた場合、π(p) は p 番目の位置にあるセクターを
表し、π−1(s) はセクター s が配置されている位置を表す.
ここで、「セクター s」は元の順序で s 番目のセクターを指す.
Xii = 1 はすべての i ∈ N について、Xij = 1 は順列 π でセクター
j がセクター i に先行する場合、Xij = 1 は、そうでない場合は
Xij = 0 である.
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2．産業連関表の三角化

整数計画問題
1995-2000-2005 年日本産業連関表の 2005年 102部門の投入係数行
列に対して, (1)を用いて三角化を行った.

図 6: 2005年 102部門の投入係数行列
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2．産業連関表の三角化

整数計画問題
個人サービス部門（医療サービスおよびヘルスケア、宿泊、レストラ
ンなど）と最終製品製造部門（機械、電気機器など）が上位に位置
している。これらの部門の製品は、主に消費者によって購入される。

図 7: 三角化後のセクターの順列
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3. おわりに

今後
為替変動時の産業連関分析による波及効果の変動と株価の変動との
相関を出し、三角行列を用いて相関を高くする
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